




いる。心理学の礎石を置いた Fechner と Galton は共に Gauss あるいは Quételet から正規分布を学
び，そのことが科学としての心理学の成立の契機となっている（椎名，2013）。
正規分布を始めて導出したのは De Moivre（1733）と言われるが，その導出をわかりやすく解説




教科書でも良く採用されている 2 項分布からの正規分布の導出（De Moivre – Laplace の定理とも
言われる）であり，また，そもそもどのような知的努力が心理学の土台である正規分布を支えてい
るかを知るのは意義深いので，心理学者の教養としての価値はあるものと確信する。

















= + =∑ と書ける。ここで中央の項 2m mC と項
の総和 22 m の比，すなわち 22 / 2
m
m mC はどのように求められるか？
問題 2： 中央の項 2m mC とそこから d だけ離れた項 2m m dC + の比，はどのように求められるか？
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である。以下主要な命題とその前提となる諸定理に就いて述べる。De Moivre（1733）はラテン
語で書かれているが，De Moivre （1738; 1756, Pp. 243–254）に彼自身による英訳がある。参考にし
たのは安藤（1992），Hald （1990, 2003）である。
De Moivre （1733） の証明に至る流れは以下のとおりである。まず
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が得られた。この式で問題 1 は数値的にはほぼ解決されている。謎の定数 2.168 はこの後の研究
によって 2 /e π であるのが明らかになる。
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これは問題 2 の近似解となっている。

















これが問題 2 のより良い解である。ここで Wallis の公式










より， 22 / 2 1/
n









となる。以上で正規分布が導き出された。 22 / 2 1/
n
n nC nπ= は Wallis の公式から直接与えられ












= = とすれば， 2 / 2.168e π = のはずであるが，これは
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実際の数値計算の結果とほぼ一致する。以下各定理の証明を示す。
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とおくと
ここで A, B, C それぞれを変形する。
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= + + +∑  という数列であるが， 2t r= とおけば
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従って，以上をまとめると 1 1 ( 1) / (2 1) / , 1 1 ( 1) / 1/t m m m m t m m m+ = + − = − − = − − = に留意
して
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De Moivre は Bernoulli の公式に由来する次の項が 1 / 360− になるのも出して
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ここで ( 1) /t d m= − とおくと
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A, B, C は，証明 1 とほぼ同じ形であるが，証明 1 と異なり ( 1) /t d m= − なので m →∞ の時，
C → 0 である。一方 A，B は，証明 1 の展開とまったく経緯をたどり
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x が小さい時　 2ln(1 ) / 2x x x+ ≅ − なのを用いると
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先に述べた通りWallisの公式より 22 / 2 1/
m











補題 1  
/2 /2
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証明　 2m ≥ の時
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2 2m n= − （偶数）の時
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m = 2n − 1 あるいは m = 2n + 1（奇数）の時
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= の両辺に 1mmI − を掛けると，
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また（A3）において 2 1m n= + （奇数）すると
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である。（A5）（A7）より， m が偶数であろうと奇数であろうと
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mI mπ π< < →∞ よって m が偶数であろうと奇数であろうと ,
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